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平成３０年度 第１回 教育研究評議会 議事要録 

 

日 時 平成３０年４月６日（金）１６：１５～１７：０５ 
場 所 事務局１号館２階会議室 
構成員 学長，総括理事・副学長，理事・副学長(教育担当)，理事・副学長（研究担当）， 

理事・副学長(財務担当)・事務局長，山田，岩附，和田，横田，三原，中井，上田， 
小山，小林，後藤，山室，梶原，中村（聡），井村，関口，桑田，屋井，植松，岡田， 
中村（隆），波多野，熊井，西畑，近藤，安田，山崎，細野，竹下，亀井の各評議員 

（構成員以外）榎並監事，三矢監事，センター長等会議主査，附属科学技術高等学校長， 
技術部長 

 
資 料  

 １．東京工業大学と首都大学東京との間における研究指導に係る学生交流に関する協定書及び覚

書について 

２．国立大学法人東京工業大学理事・副学長及び副学長の職務分担等に関する規則 

３－１．国立大学法人東京工業大学理事・副学長に関する規則 

３－２．国立大学法人東京工業大学副学長に関する規則 

４．国立大学法人東京工業大学学長特別補佐に関する規則 

５．平成３０年度役員会等会議開催日程 

 

席上配付資料 
 １．各部局へのお願い 
２．国立大学法人東京工業大学経営協議会委員名簿（学外有識者） 

 
参考資料 
 １．平成３０年度教育研究評議会名簿 
 

○ 議事に先立ち，学長から，就任の挨拶があった。 
 
○ 学長から，参考資料１に基づき，役員の紹介があった後，各役員から挨拶があった。 
 
○ 学長から，参考資料１に基づき，新たに教育研究評議会構成員となった評議員等の紹介があっ

た。 
次いで，芝田理事・副学長から，４月１日付けの事務系幹部職員の異動について紹介があった。 

 

○ 平成２９年度第１１回教育研究評議会議事要録（案）の承認 

 

○ 学長から，席上配付資料に基づき，就任に伴う各部局への依頼事項等について説明があった。 
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○ 審議事項 

１．東京工業大学と首都大学東京との間における研究指導に係る学生交流に関する協定書及び覚 

書について 

水本理事・副学長から，資料１に基づき，首都大学東京からの本学理学院への教員の異動に

伴い，平成３０年４月から先方の博士後期課程の学生について研究指導の受託をするため，本

協定書及び覚書を締結することについて説明があり，審議の結果，これを了承した。 

 

２．経営協議会委員の任命について 

学長から，席上配付資料２に基づき，平成３０年３月３１日付け任期満了に伴う，経営協議

会委員の次期委員について，本学経営協議会規則第２条第２項により，「学長が任命する学外有

識者」については，教育研究評議会の意見を聴くこととなっている旨の説明があり，審議の結

果，これを了承した。 

 

○ 報告事項 

１．国立大学法人東京工業大学理事・副学長及び副学長の職務分担等について 

学長から，資料２に基づき，今期の理事・副学長及び副学長の職務分担等について報告があ

った。 

 

２．総括理事・副学長の指名について 

学長から，資料３－１及び資料３－２に基づき，本学理事・副学長に関する規則第２条の２

第１項等で規定する「総括理事･副学長」については，佐藤 勲理事・副学長とした旨の報告が

あった。 

 

３．国立大学法人東京工業大学学長特別補佐の指名について 

学長から，資料４に基づき，学長が指示する特別な事項に関し，補佐することを任務とする

「学長特別補佐」に関する規則を制定すること，及び学長が任命する学長特別補佐については，

桑田 薫副学長とした旨の報告があった。 
 

○ 教育研究に関する諸問題について 

  和田評議員から，東工大基金による学生スタートアップ支援制度おける採択時期の見直し及

び経費執行に係る支援体制の構築について発言があり，意見交換を行った。 

  

  山田評議員から，前期日程入学者選抜試験に係る全学協力体制についての確認と入試方法の 

検討に係る実務者の参画の必要性について発言があり，意見交換を行った。 

 

○ その他 

１．学長選考会議の委員選出について 

学長から，平成３０年３月３１日付け任期満了に伴う，教育研究評議会選出の学長選考会

議の後任委員を次回，本会で審議し選出するため，次回までに推薦いただくよう依頼する。 
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２．平成３０年度役員会等会議開催日程について 

学長から，資料５に基づき，今年度の役員会等会議開催日程について報告があった。 

 

３．次回開催について 

学長から，次回は，平成３０年５月１１日(金)１３：３０から，すずかけ台地区Ｊ２棟１

９階大会議室で開催する旨，案内があった。 

 

 
              以   上 


